
歌舞伎義太夫三味線奏者
重要無形文化財総合指定
保持者
1974 年国立劇場第一期文楽
研修終了。野澤松之輔の内
弟子となる。同年４月国立劇
場初舞台。
1979年より歌舞伎の三味線
方として、松竹歌舞伎で演奏。
同時に国立劇場研修生講師、
学習院大学非常勤講師等を
務める。
2004年「創作浄瑠璃の会」
2016年「三味似粋人JAPAN」
設立。ライフワークとして、
昔話や民話を浄瑠璃風に  
アレンジして、弾き語りで
伝えている。

お茶の水女子大学
児童学科卒
2007年、ライブハウスでひとり
語りの鬼才 安藤俊子と出会
い、その場で弟子入り。
2010年、師を看取り、遺志を
受け継いで、新たな語り芸へ
立ち向かう。
2011年より、子ども・おやこ  
劇場で「唄がたり」を上演。
同時に、名古屋を中心に、舞台
やライブハウス等でひとり語り
を行い、端唄・三味線教室を
開催。
2014年、「オフィス猫じゃらし」
を立ち上げる。古典から現
代創作物まで、自ら脚本を
書き語るのを信条としており、
世界の民族楽器や即興音楽
との共演等で、新しい語りの
世界を広げている。


